
田村ひろゆきの
議会トーク!



■田村ひろゆきの自己紹介

1978年7月生まれ 46歳

2018年12月の選挙で初当選

2022年12月の選挙で２期目当選

「徹底した情報公開」

「無所属を貫く」

などを基本姿勢として掲げる

ＳＮＳで日々情報発信中！



◇令和５年度一般会計決算の認定に反対

◇東小学校の教室等改修計画を問う

◇保谷駅にホームドア設置へ

◇子ども会議で「こんなまちになったらいいな！」

◇９月議会の一般質問から

◇マイナ保険証との両立を求める陳情

◇衆議院議員選挙の結果を振り返る

本日のトピック



■令和５年度一般会計決算の認定に反対

田村の反対理由

①当初予算を大幅に超える予備費の充用が繰り返され、年度途中に２回の増額
補正を行うという過去に例のない事態となったこと
②キャッシュレス決済ポイント還元事業の決算額が当初予算を大きく超過したこと
③過密化する学童クラブへの対策が進まなかったこと
④東小学校の教室不足に対する認識の甘さと、対応の遅さ

歳入決算額860億 歳出決算額831億 過去３番目の額

賛成 ２０
自民7、公明5、立憲4、
維新・国民2、ネット2

反対 ６
共産3、無所属3(納田、
長井、田村)

⇒賛成多数で認定



■東小学校の教室等改修計画を問う

東小学校で令和７年度から生じる

特別支援学級の教室不足への対応は？

昨年２学期の段階で、特別支援学級１クラス分にあと１名と迫る７
名の転学。「この時点で危機感を持ち検討を開始していれば、この
ような混乱はなかったのでは」と、議会でも厳しい指摘が相次ぐ。

今回の改修により東小から家庭科室がなくなるという新たな課題も。

当初予算の段階

東小学校内での解決は
困難。住吉小学校に特
別支援学級を新規開設
する。

９月議会に補正予算

学びの継続性の観点か
ら、教室等改修工事に
より東小学校自校内で
対応する。



■保谷駅にホームドア設置へ

市内初のホームドアが保谷駅に設置へ

＜西武鉄道が発表した優先理由＞

・運転本数が多い

・保谷駅止まりの列車が多数あり、後続
列車を待つ客がホーム上に滞留しやすい

⇒2026年３月利用開始の予定

市内各駅へのホームドア設置については、
私も市議会で、2022年、2023年、今年と
重ねて取り上げてきた事柄。

引き続き、市内全駅へ早期整備を求める。 ホームドア未整備の田無駅



■子ども会議で「こんなまちになったらいいな！」

７月と８月の３日間にわたり開催

小学生から高校生まで30名が参加

出された意見は今後市の計画「子育ち・
子育てワイワイプラン」に反映予定。

他部署に関わる意見は庁内共有済み。

子どもたちから出た声(一部)
ボール遊びができる公園

広い図書館 プール 映画館
川崎夢パークのようなドリームプレイス

空き家を改造した古民家カフェ
安全な道路や駅



■９月議会の一般質問は

今回の質問は以下の５点

詳細は田村ひろゆきのＨＰに

①ＰＴＡについて

②子ども会議について

③キャッシュレス決済ポイント還元事業について

④公共交通について

(1) はなバス (2) 空白地域における移動支援

(3) ホームドア (4) シェアサイクル

⑤選挙事務について

(1)東京都知事選挙をめぐる問題 (2) 投票しやすい環境の整備



■ＰＴＡについて

問 入退会は任意との認識でよいか。

答 加入・不加入については任意の団体であると認識している。

問 市は各学校にどのように周知しているのか。

答 年度当初の校長会議において口頭で行っている。

問 改めて各学校への周知を文書でしてほしい。

答 既に校長会を通じて周知を図っているが、さらなる周知の方法
については、今後、校長を通じて工夫をしていく。

問 免除申請の際、校長が面談をしているという保護者の声がある。

答 校長がＰＴＡの加入・非加入について関与するための面談を行
うことはないと学校から伺っている。仮にあった場合は、状況・内容
を把握した上で適切に対応を図る。



■キャッシュレス決済ポイント還元事業について

問 6/1から直近までのポイント付与分の執行状況は。10/31まで既
定の予算で充足すると見込んでいるか。

答 6/1から8/25までの速報値で、ポイント付与額は約9486万円、
執行率41.7%。現時点では、既定の予算内で充足する見込みと報
告を受けている。

問 昨年度は事業期間後半の利用の伸びが大きく、多額の予備費
の充用、予算の流用が生じた。こうした事態は繰り返してはならな
い。改めて市長の考えは。

答 駆け込み需要などの不確定要素もあり、引き続き注視が必要
だが、予備費充用などの対応は考えていない。

昨年度は当初予算を大幅に超えるポイント付与額となり予備費を充用。
令和５年度決算認定の反対理由にもなったため、繰り返さないよう指摘しました。



■選挙事務について

問 都知事選では事前に用意された枠
の数を上回る候補者が出て、枠外にクリ
アファイルを用いて掲示する対応。西東
京市の選挙でも同様の対応をする可能
性があるのか。

答 令和4年度の市議選では事前審査
の段階で枠数を超える立候補数が見込まれ、増枠対応した。今後
も同様の対応で考えている。

問 若い世代の投票率向上のため、新たに取り組んだことは。

答 市内高校の生徒が駅前啓発に参加。防災行政無線による啓
発放送を生徒の声で行った。



■マイナ保険証との両立を求める陳情

当面の間現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書
の提出を求める陳情

賛成 １２
立憲3、共産3、維新・国民2、
ネット2、無所属2(長井、田村)

反対 １２
自民7、公明5

⇒可否同数により議長裁決で不採択

佐藤大介議員(立憲)退席 納田議員(無所属)欠席 の理由は？

佐藤議員⇒この陳情を審査した委員会の委員長を務め、この際も可否同数。議
会運営の原則の一つ「現状維持の原則」に従い否決の判断をしていたため。
納田議員⇒体調不良



■衆議院議員選挙の結果を振り返る

東京18区 政党 得票数 得票率

福田かおる 自民 99,002 42.3%

松下 玲子 立憲 96,820 41.4%

徳永ゆきこ 参政 19,496 8.3%

樋口まこと 共産 18,512 7.9%

西東京市 政党 得票数 得票率

福田かおる 自民 40,915 41.9%

松下玲子 立憲 40,407 41.4%

徳永ゆきこ 参政 8,391 8.6%

樋口まこと 共産 7,833 8.0%

福田氏と松下氏の差は全体で2182票。
西東京市ではその差はわずか508票。



議会トーク!
これからも続けていきます


